




































る。Lande 2019, S. 166. 


















　 色彩環の図（図版 I  図1）
4 色彩環の歴史については，Parkhurst/Feller 1982. 色彩環をふくむ色彩体系図の歴史については，Gage 
1993, S. 171-176; Stromer 2002; Kuehni/Schwarz 2008; Spillmann 2009. ロバート・グロステストの色彩
論（1230-35頃）には，図像化はされていないとはいえ，色彩体系を円のモデルでとらえるという発想が
見られることや，中世に健康状態を診断する手段として作成された，尿の色を円形に並べた図を，色彩環
の起源とみなすことができる可能性も指摘されている。Parkhurst/Feller 1982, S. 224-226; Gage 1993, S. 
162, 171. 後者のような図は12世紀の手稿のなかにすでに見られるという。Kuehni/Schwarz 2008, S. 33f. 
なお，フラッドの色彩環も尿の色の診断に関連している。Stromer 2002, S. 27. 
5 Mattaei 1933; 1941, S. 175-200; 1956; 1958; 1968など。ゲーテの色彩環にかんするその他の主な研究と
しては以下をあげておく。Schmidt 1965; Eckle 2007; Schimma 2014, S. 385-423. 高橋 1988，357-386頁。
6 Matthaei 1958, S. 7. ペーター・シュミットもゲーテの色彩環の円という形に「そのような体系の完結性，





























































12 ニュートンにおける色彩と音楽のアナロジーについては，以下を参照。Jewanski 1999, S.229-264; 


































13 Sherman 1981, S. 63. 
14 Hall 1993, S. 116.
15 Sargant-Florence 1933, S. 129f. 伊東 2017，119-121も参照。
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1999, S. 128. また，ゲーテの遺稿のなかには，12の階調に塗りわけられた色彩環の図も存在する。






























































































































































24 Mattaei 1958, S. 14. 正確にいえば，赤への「高昇」によって色彩環の上下の方向は固定されるが，黄
と青は「分極性」の関係にあるため，円の左右の色彩は入れ替え可能である。ゲーテの遺稿のなかには，
赤を頂点としたときに，左右の色彩が『色彩論』の図とは逆転した色彩環の図も残されている。いわゆる
「気質盤（Temperamentenrose）」（LA II 3, Taf. XXX）と「人間の精神・内面生活を象徴する色彩環」
（LA II 4, Taf. IV）を参照。
25 FA I 23/2, S. 118, 176.


























27 たとえば『新編色彩科学ハンドブック』（2011），652頁。Shapiro 1980, S. 234; Gage 1993, S. 171; 
Gage 1999, S. 136; Gage 2006, S. 34; Pietsch 2014, S. 135.
28 リマは円環の運動性の例として，車輪図のようにそれ自体が回転する図像と，輪廻や惑星運動のような
周回運動を描いた図をともにあげているが，両者の違いには言及していない。リマ 2018，40-46頁。
29 Smith 1996, S. 109-111; Smith 2001, Vol. 2, S. 444f., 624. 回転混色の歴史については，Kuehni 2008が
最もくわしいほか，Wade 1998, 127-136も時系列でいくつかの事例をあげている。また，ジョン・ゲイジ
も色彩の美術史のなかでたびたび回転混色に言及している。Gage 1999, S. 79, 87, 174; Gage 2006, S. 34-
37, 73; Gage 2008, S. 363-365.










どのような色が生じるかを，一覧にして示している。たとえば，赤 6 ，緑 2 の割合で混合すると
















32 Scopoli 1763, Explicatio colorum.
33 Schiffermüller 1772, S. 1f.; Voigt 1796, S. 251f., 256; Lüdicke 1810, S. 13. リュディケはスコーポリの
実験をフォークトの論文から引用した上で，フォークトの実験も紹介し，その理論に疑問を呈してもいる。
Lüdicke 1810, S. 13-16, 363-366.























37 Young 1807, Vol. I, S. 440f.
38 Maltzahn 1940, S. 69 (1807年10月23日), S. 70-72 (11月21日), S. 72-76 (11月19日), S. 77 (12月19日), S. 
81-83 (1808年 4 月19日). 引用はS. 71f. ルンゲの混色実験については，Matile 1979, S. 186-191も参照。
39 Fischer 1819, S. 287-294.
40 Gehler 1825-45, Bd. 4, 1. Abt., S. 136-141.






















42 Maltzahn 1940, S. 71f. (1807年11月21日). ルンゲは後に，赤・黄・青の三原色を回転混色の方法で混合
すると白ではなく灰色になることを実験で確認している。Maltzahn 1940, S. 81-83 (1808年 4 月19日).







はS. 656. なお，ここではこの装置で見られる現象と万華鏡との類似性も指摘されているが（S. 656），デ
イヴィッド・ブルースターが1816年に考案した万華鏡も，科学と娯楽の両方の目的に奉仕する視覚器具
のひとつであった。
44 Helmholtz 1852, S. 61. この論文については，以下の文献も参照。Sherman 1981, S. 81-90; Kremer 
1993, S. 227-233. 鶴田 2018，115-124頁。
45 Helmholtz 1867, S. 274.
46 Maxwell 1857. この論文については，以下の文献も参照。Sherman 1981, S. 158-182. 鶴田 2018，135-
154頁。
47 Vgl. Kremer 1993, S. 222.
48 Voigt 1796, S. 249.























50 Young 1807, Vol. I, Pl. XXIX, Fig. 423-426.
51 Fischer 1819, S. 289f.






















































55 Darwin 1786, S. 329. 残像の色が実際に見た像の色以外の原色を混合したものになることは，先にカー
ル・シェルファーもニュートンの色彩環にもとづいて指摘している。Scherffer 1765, S. 16-25. また，後
にブルースターも残像の色彩にかんする事典項目のなかで同様の方法を紹介しており，同じ項目でダーウ
ィンの論文もとりあげている。Brewster 1830, Vol. I, “Accidental Colours”, S. 88f. なお，ダーウィンと
シェルファーの論考は，ゲーテの『色彩論』の歴史篇でとりあげられている（F910-912, 940-942）。
56 Priestley 1772, Pl. XII, Fig. 83.
57 Gehler 1825-45, Bd. 4, 1. Abt., S. 91f.
58 Bexte 2011, S. 23.
59 クレーリー 1997，149-168頁。Boskamp 2011.





























61 Voigt 1796, S. 249f. 
62 Fischer 1819, S. 288.
63 Smith 2001, Vol. 2, S. 623.
64 Segner 1740; d’Arcy 1765. Vgl. Gethmann 2005; Hoffmann 2006, S. 101-114. ゲーテも『色彩論』教示
篇の第23節でこの現象をとりあげている。
65 Lüdicke 1810, S. 6.
66 Plateau 1829/1830. プラトーの研究については，Wachelder 2001, S. 260-263; Hoffmann 2006, S. 252-
254も参照。























68 クレーリー 1997，158-168頁。Wade 1998, S. 206-210; Wade 2004.
69 Roget 1825; Faraday 1831.






































































78 McGuire/Tammy 1983, S. 386f., 396f., 438-447（1664-65年に書かれた「哲学的疑問」）, 482-488（1665-
66年に書かれた「色彩について」）. ウェストホール 1993，I，109-110頁も参照。マグワイアとタミーは，



























































































83 FA I 23/2, S. 228.
84 Maltzahn 1940, S. 69（1807年10月23日付のルンゲのゲーテ宛の書簡と，11月 5 日付のゲーテの返信）.














87 LA II 5B/1. S. 21.
88 LA II 5B/1. S. 51, 94. 1810年のリストでは，はずみ車を用いた「見かけの混合」がとりあげられている
教示篇第561節が示唆されている。








































90 1810年10月 7 日付のカール・フリードリヒ・フォン・ラインハルト宛の書簡。FA 23/1, S. 1159; FA 
23/2, S. 570; LA I 3, S. 474; LA II 4, S. 225. また，『色彩論』の図版IXの解説のなかでもモルヴァイデの
実験がほのめかされている（F1026）。






























成する実験について記述している。Newton 1672, S. 5096f. 
93 Vgl. LA II 5A, S. 355-57. 
94 Vgl. LA II 5A, S. 356.























































99 これらの小さな紙製の円盤も現在国立ゲーテ博物館に所蔵されている。Klassik Stiftung Weimar, 
Museen, Inv.-Nr.: GNF 0361-0369; Mattaei 1941, S. 91, 166f. このこまを用いた実験についてのゲーテの
言及は，LA II 5B/2, S. 1401-1403, 1420, 1421, 1430.







101 LA II 5B/1, S. 374-380.
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図 1 　Isaac Newton: Opticks: or, a Treatise of the Reflections, Refractions, Inflections and Colours of Light. 
4th ed. London: William Innys 1730, Book I, Part II, Tab. III, Fig. 11.
図 2 　Johann Wolfgang Goethe: Erklärung der zu Goethe’s Farbenlehre gehörigen Tafeln. Tübingen: Cotta 
1810, Taf. I, Fig. 1.
図 3 　Newton 1730, Book I, Part II, Tab. I, Fig. 4.
図 4 　Goethe 1810, Taf. V.
図 5 　Annalen der Physik, Bd. 5 (1800), Taf. VI, Fig. 2. 
図 6 　Fischer 1819, Tab. 9, Fig. VII.
図 7 　Young 1807, Vol. I, Pl. XXIX, Fig. 423-426.
図 8 　Transactions of the Royal Society of Edinburgh, Vol. 21 (1857), Pl. VI, Fig. 3-5.
図 9 　Plateau 1829, Fig. 2.
図10　Newton 1730, Book I, Part II, Tab. II, Fig. 6.
図11　Goethe 1998, S. 147.
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